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福

岡

県

諸

方

言

ア

ク

セ

ン

ト

稻

川

順

一

序

昭
和
四
十
八
年
か
ら
五
十

一
年

に
か
け
て
中
断
は
あ

っ
た
が
福
岡
県
方
言

の

調
査
を
行

っ
て
き

た
。
そ
の
う
ち
、
福
岡
市

と
そ
の
近
郊

の
ア
ク

セ
ン
ト

に
つ

(注
1
)

い
て
、
及
び
福
岡
市
に
代

表
さ
れ
る

筑

前

ア
ク
セ

ン
ト
が

一
型

ア
ク
セ
ン
ト

(注
2
)

(筑
後
式
)

と
接
す
る
地
点

で
の
ア
ク
セ
ン
ト
崩
壊
過
程

に
つ
い
て
、

そ
れ
ぐ

考
察

を
加

え
て
き
た
。

こ
の
論
文

で
は
資
料
と
し
て
の
豊
前
式

ア
ク
セ
ソ
ト
を

示
す
と
共

に
、
福
岡
県
北
部
全
体

(豊
前
・筑
前
・
糸
島
)

の
ア
ク

セ
ン
ト
を
比
較

考
察

す
る

つ
も
り

で
あ
る
。
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第

一
節

豊
前
で
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
掲
げ

る
に
あ
た

っ
て
、
調
査
地
点
と
共

に
豊
前
式

(注
3
)

ア
ク

セ
ン
ト
と
筑
前
式

ア
ク

セ
ン
ト
と

の
境
界
線

を
示

そ
う

。
地
図
1

・
Ⅱ
参

照
。

こ
の
地
図
を
見

て
わ
か
る
よ
う
に
豊
前

・
筑
前
ア
ク
セ
ン
ト
境

界
線
は
、

政
治
的
境
界

で
あ

る
藩
境
よ
り
ず

っ
と
西
側

に
位

置
し
て
い
る
し
、
さ
ら

に
は
、

か
な
り
大
き
な
地

理
的
障
害
と
な

っ
て
い
る
は
ず
の
遠
賀
川
よ
り
も
西
側

に
位

置
し
て
い
る
。
つ
ま
り
豊
前
式

ア
ク
セ
ン
ト
が
筑
前
地
区
を
か
な
り

の
範
囲

で

侵
し
て
い
る
わ
け

で
あ

る
。
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〔
調
査
地
点
〕
口
玄
界
町

1
、
畑

口
岡
垣
町

1
、
内
浦

2
、
榎
坂

3
、
秋
藤

口
若
宮

町

1
、
平
原

2
、
金
生

口
宮
田
町

1
、
所
田

2
、
脇
野

3
、

日
陽

4
、
本
域

5
、
鶴

田

6
、
川
東

7
、
龍
徳

8
、
沖

ノ
谷

口
小
竹
町

1
、
中
央

2
、
御
徳

3
、
赤
地

口
頴

田

町

1
、
北
勢
田

口
直
方
市

1
、
中

ノ
江

2
、
谷

3
、
篠
振

4
、
尾
崎

口
鞍
手
町

1
、
永
谷

2
、
本
村

3
、
古
賀

4
、
里
村

5
、
新
北

6
、
中
屋
敷

7
、
山
が
崎

8
、

か
ん
ざ
き

き
づ
き

な
か
重

が
に
は
み

神
崎

9
、
木
月

口
中
間
市

1
、
砂
山

口
遠
賀
町

1
、
鬼
津

2
、
蟹
喰

3
、
尾
崎

4
、
千
代
丸

5
、
虫
生
津

[
賛

屋
町

1
、
粟
屋

2
、
大
城

3
、
祇
園

4
、
柏
原

〔
記
号
説
明
〕
口
筑
前
式
ア
ク
セ
ン
ト

■
豊
前
式

ア
ク
セ
ン
ト

旧
豊
前
式

ア
ク
セ
ン
ト
変
種
1

「
二豊
前
式
ア
ク
セ
ン
ト
変
種
2

地
図

Ⅱ
の
説
明
を
し
よ
う
。
共
に
東
京
式

で
あ
る
豊
前

ア
ク

セ
ン
ト
と
筑
前

ア
ク
セ
ン
ト
の
関
係
は
、
前
者

の
型

の
種
類
を

一
つ
減
じ

た
も

の
が
後
者

と
な

る
。
そ
れ
は
名

詞

・
動
詞

・
形
容
詞
各
々
に
お

い
て
当
て
は
ま
る

こ

と

で

あ

る
。
そ

こ
で

一
・
二
拍
名
詞
、
二
拍
動
詞
、
三
拍
形
容
詞
を
使

っ
て
境
界
線
調

査
を
行

っ
た
。
こ
の
付
近

の
調
査
は
平
山
輝
男
氏
が
四
十
年
前
に

行

な

わ

れ
、

「九
州
方
言
音
調
の
研
究
」

(群
聾
藷

稠
)
に
発
表
し
て
お
ら
れ
る
が
、
筑

豊
地
区
を
問
題
に
す

る
時
、
地
点
数
が
少
な

い
た
め
新
に
調
査
を
加
え
た
も

の

で
あ
る
。

境
界
線
は
地
図

Ⅱ
に
波
線
で
示

し
た
通
り

で
あ
る
。
こ
の
地
図
で
特
徴
的
な

こ
と
は
次

の
三
点

で
あ
る
。

一
、
遠
賀

町
で
二
地
点
、
蟹
喰

・
尾
崎

(地
点
番
号

2
●
3

)
だ
け
が
筑
前

ア
ク
セ

ン
ト
で
あ

る
こ
と

二
、
鞍
手

町
が
ア
ク

セ
ン
ト
の
面

で
二
分
さ
れ

て
い
る

こ
と

三
、
直
方
市
と
宮
田
町
の
境
界
付
近

で
ア
ク
セ

ン
ト
境
界
線

が
入
り
組
ん

で
い
る
こ
と

(
一
)
の
二
地
点
は
、

ア
ク
セ
ン
ト
だ
け
で
な
く
他

の
言
語
事
象
も
異
な
り
、

遠
賀
町
地
区
の
寄
合
が
あ
る
時
も

こ
の
二
地
点

の
言
葉

の
違
い
が
目
立

つ
と
の

こ
と
。

こ
れ
は
過

去
の
生
活
圏

の
違
い
に
よ
る
も

の
か
。

(
二
)

の
鞍
手
町
の

境
界
線
は
、
昔

の
村
落
境
界
線

と

一
致
す
る
。
さ
て

(
三
)

の
直
方
市
と
宮
田

町
と

の
境

界
地
帯

で
あ

る
が
、

こ
こ
で
は

ア
ク

セ
ン
ト
の
乱
れ
を

観

察

で

き

た
。
以
下
、
こ
の
件

に
関
し

て
述

べ
る
。

宮
田
町
龍
徳

か
ら
直
方
市

下

新

入

に
か
け

て
の
地
区
で
は

7
名

の
方

か
ら

ア
ク
セ
ン
ト
を
聴

取
す

る
こ
と
が
で
き

た
。
他

の
地
点

で
は

ア
ク

セ
ン
ト
の
型

を
明
確
に
聴
取

で
き
た
が
、

こ
の
地
区
は
遠
賀

川
流
域

四
十
数
箇
所

の
う
ち
最

も
調
査
時

に
困
難

を
覚
え
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
そ
の
ア
ク

セ
ン
ト
は
次

の
如
く

で
あ

っ
た
、

直
方
市

下
新
入
谷

一
・
二

・
三
類
=
○
◎

▽

○
◎

▽

◎
○
▽

四

・
五
類
=
◎
○

▽

こ
の
◎

や
▽
で
示
し
た
拍
は
そ

の
前
後

の
拍
と
較

べ
て
相
対
的

に
高
く
発
音

さ
れ
る
も

の
の
、
そ
の
高

さ
の
極
く
わ
ず

か
な
も
の
を
示

す
。
ま
た
次
の
発
音

も
耳

に
す

る
こ
と
が
で
き

た
。

直
方
市
下
新
入
篠
振

一
・
二

・
三
類
=
○
●
▼

四

・
五
類
翻
●
○
▽

こ
の
音
調

の
場
合

で
も
か
な
り
丁
寧
な
発
音
を
し
て
い
た
だ
く
と
三
類

語
に

中
高
型

(
○
●
▽
)
を
聞
け
る
が
、

こ
の
地
区
以
外
で
は
普
通

の
発
音

で
そ
れ

ぐ

の
体
系
が
明
瞭
に
現
わ
れ
る
の
に
較
べ
る
と
、
や
は
り
か
な
り
特
異
で
あ

る
と
言
う

こ
と
が
で
き

る
。

ま
た
直
方
市

下
新

入
に
隣
接
す
る
宮
田
町
龍
徳

の
各
小
字

で
は

(
一
・
二
)

(三
)
類
の
間
に
か
な
り
乱
れ
が
甚
し

い
、

つ
ま
り

一
・
二
類
語
が
三
類
語

の

型

に
、
三
類
語
が

一
.
二
類

語
の
型

に
発
音
さ
れ

る
場
合
が
多
く

観

察

で

き
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た

。

こ

の
場

合

も

四

・
五

類

語

に

は

乱

れ

は
無

か

っ
た

。

(こ
の
よ
う
に
四
.
五
類

語
が
ほ
と
ん
ど
安
定
し
て
そ
の
型
を
く
ず
さ
な
い
事
実
は
、
筑
前
南
部
の

一型
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
接
触

地
帯
で
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
両
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
の
基
本
型
が
こ
の
頭
高
型
で
あ
る
こ
と
に
起
因

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
)

豊
前
地
区

で
詳

し
い
調
査
を
行
な

っ
た
の
は
、
地
図
Ⅱ
の
諸

地
点

の
う
ち
遠

賀
郡
芦
屋
町
機
冤
、
中
間
市
砂
山
、
鞍
手
郡
鞍
手
町
中
室
敵
、
直
方
市
値
木
で

あ

る

。

こ
こ
で
言
う
豊
前
と
は
、

式

ア
ク
セ

ン
ト
が

な
わ

い
る

指
す
。
ち
な
み
に
上
記
四
地
点
は
地
理
的
・
歴
史
的
に
は
銃
前
に
風
す
る
。

こ
れ
ら
四
地
点

は
豊
前
地
方

で
も
か
な
り
西
寄
り
で
あ
る
。

詳
細
な
調

査

に
こ
う

い

っ
た
地
点

を
選
ん
だ

の
は
、

一
地
方

の
ア
ク

セ
ン
ト
が
体
系
の
異

る
ア
ク
セ
ン
ト
と
衝
突
し

た
と
き
そ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
な
影
響
を
受
け

る
か
を

も
調

べ
よ
う
と
し
た
た
め
で
あ

る
。

ま
ず
鞍
手
町
中
山
中
屋
敷

で
の
調
査
結
果

(轍
摺
雌
堵
弗
剃
跡
礒
胱
肋
)
を
次

に
掲

げ
、
検

討
し
よ
う
。
調
査
語
彙
は

二
音
節
名
詞

。

〔
「
・
」

「
△
」

「
o
」
が

施
さ
れ
て
い
る
語
は
、
そ
れ
ぐ

パ

ロ
ー

ル
と
し

て
尾
高
平
型
、
中
高
型
、
頭

高
型
が
聞

か
れ

た
語

で
あ
る
。
〕

中
高
型

(○
●
▽
)
を
と
る
語

垢

足

明
日

兄

網

孔

家

池

犬

色

魚

芋

腕

馬

嘘

畝

裏

襟

海
老

鬼

甲
斐

親

勝
ち

髪

瓶

皮

亀

鴨

菊

肝

櫛

際

杭

串

茎

草

糞

国

組

熊

鞍

栗

籠
手

桁

苔

事

米

坂

竿

潮

里

標

舌

塩

島

下

尻

城

脛

鮨

炭

墨

席

芹

咳

靖

磨

竜

蓼

・
谷

為

誰

玉

樽

塚

土

月

許

蔦

綱

鍔

壷

槌

角

面

時

弟
子

寺

毒

年

友

縄

供

波

は
た

●

●

o

肉

布

蚤

糊

墓

刷
毛

恥

縁

花

搬

海
苔

鉢

宵

腹

浜

鰹

晴
れ

飾

鰻

房

縁

節

房

縁

節

文

鳩

骨

的

幕

枡

膀

豆

峰

耳

棟

脇

物

.

わ
ざ

も
と

森

山

槍

床

指

夢

闇

弓

百
合

枠

業

腋

綿

塘

店

本

脇

元

尾
高
平
型

(○
●
▼
)
を
と
る
語

痔

鯵

麻

灰
汁

梅

虻

味

飴

栗
毬

鳥
賊

石

岩

牛

歌

上

枝

丘

音

瓜

甥

沖

柿

垣

顔

鍵

籠

瘡

風

型

余
所

仮
名

蟹

株

壁

金

鐘

釜

紙

茅

蚊
帳

粥

岸

殻

川

堆
子

傷

君

霧

北

桐

口

首

暮

鍬

下
駄

桑

腰

先

韻
麻

　

頃

此
れ

酒

笹

鯖

鮫

屋

傭

釦

品

末

杉

柵

厳

砂

蝉

底

袖

其
れ

滝

竹

旅

棚

度

次

塵

爪

艶

釣

鉄

床

弦

何
麺

望

虎

泥

鳥

梨

夏

庭

軒

蝿

箱

灰

端

賃

蜂

蓮

籔

鼻

幅

稗

羽

露

膝

肘

昼

鰭

菱

人

暇

紐

糞

笛

藤

　

札

,筆

驚

穆

鋸

冬

屋

溝

虫

胸

道

宮

村

姪

籾

室

桃

藪

雪

嫁

柴

真
似

町

西

水

右

頭
高
型

(・
O
▽
)
を
と
る
語

藍

秋

朝

青

赤

跡

汗

姉

尼

纏

鮎

泊

楠
子

蟻

息

爾

板

布

鎌

今

何
時

井
戸

稲

蛆

臼

海

膿

粟

奥

桶

帯

笠

貝

蔭

肩

糟

方

角

権

数

牡
蠣

鎌

挿

彼

塊

絹

牙

蜘
蝶

杵

塾

針

屑

管

靴

錐

喪

雲

黒

今
朝

恋

声

今
8

琴

鯉

駒

鷺

猶
楽

鞘

職

鮭

芝

支
郵

汁

白

筋

鈴

銭

隅

外

其
麺

蕎
麦

側

丈

空

太
刀

維

足
袋

種

乳

父

杖

箇

棲

常

露

粒

妻

罪

鶴

塔

徐

中

茄
子

何

苗

鍋

生

徽

虹

猫

爽
斗

喉

箸

曇

肌

蛭

春

針

-娠

鮒

服

眉

舟

蛇

他

鋸

獅

前

孫

松

股

窓

繭

か
ど

富
士

蓑

葺

鞭

八
重

樹
脂

宿

横

故

畏

藁

夜

鰐

執

門

主

毬

味
噸

紅
こ
こ
で
右
表
を
い
わ
ゆ
る

「
類
別
」
の
観
点
か
ら
整
理
す

る
と
ど
う
な
る
で

あ
ろ
う

か
。

中
高
型

(○
●
▽
)

を
と
る
語

一
類
1ー

お
/
m

二
類
=

9
/
52

三
類
=
95
/
槻

四
類
11

3
/
67

五
類
=

-
/

40

尾
高
平
型

(
○
・
▼
)

を
と
る
語

一
類
闘
94
/

期

二
類
=

33
/
52

三
類
=

7
/
慨

四
類
=

3
/
67

五
類
=

-
/

40

頭
高
型

(・
○
▽
)

を
と
る
語

一
類
ー1
9
/

蜘

二
類
=

10
/
52

三
類
11

17
/
伽

四
類
=
62
/
67

五
類
=
36
/
釦

多
少
出
入
り
は
あ
る
が
豊
前

ア
ク

セ
ン
ト
の
体
系
を
と

っ
て
い
る

二

・

二
類

11
○
・
▼
型
、
三
頻
"
Q
●
▽
型
、
四
・
五
頻
購
●
○
▽
型
)
。

同
右
表

で
は
中
高
型

(○
●
▽
)
の
語
に
最
も
大
き
な
乱
れ

が

観

察

さ

れ
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る
。
最
終
的

に
中
高
型
に
落
着

い
た
語

の
中
に

パ

ロ
ー

ル

と
し
て
尾
高
平
型

(
○
●

▼
)

に
実
現
さ
れ
た
語

が
か
な
り
あ

っ
た
。

さ
て
、
最
初

に
述

べ
た
宮
田
町
龍
徳
か
ら
直
方
市

下
新
入

に
か
け
て
の
地
区

で

の
ラ

ン
グ
と
し

て
定
着
し
て
い
る
と
も
言
え
る
程
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
乱
れ
、

そ
れ
に
右
の
鞍
手
町
中
山
中
屋
敷
で
の
ま

だ
パ
ト

ロ
ー

ル
段
階

で
は
あ
る
が
ア

ク

セ
ン
ト
の
か
な
り

の
乱
れ
、

こ
れ
ら

の
事
実

の
原
因
を
ど

こ
に
探
れ
ば

い
い

で
あ
ろ
う
か
。
ア
ク
セ
ン
ト
が
言
語

の
諸
要
素
の
中
で
最
も
変
化
を
受
け
に
く

い
部
分
で
あ
る
の
を
考
え
る
と
き
、

こ
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
乱
れ

に
は
そ
れ
な
り

の
理
由
が
当
然
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
地
方

の
言
語
主
体
で
あ
る
住
民
を
歴
史
の
方
面
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う

こ
の
地
方

は
、
現
在

で
は
そ

の
跡
し
か
と
ど
め
て
い
な

い
が
、
江
戸
時
代

か
ら

昭
和
三
十
年
代
ま

で
筑
豊
炭
田
が
栄

え
て
い
た
。
そ
れ
に
伴

っ
て
他
地
区
か
ら

多
く

の
人
口
の
流

入
が
あ

っ
た
。
そ
の
辺

の
記
述
を
以
下

永

末

十

四
雄
氏

著

(注
4
)

「
筑
豊
-

石
炭
の
地
域
史
」
か
ら
引
用
す

る
。
ま
ず
江
戸
時
代
は
ど
う
で
あ

っ
た

か
。

石
炭
は
長

い
間
農
閑
期

の
副
業

と
し

て
地
元
の
貧
農

に
よ

っ
て
採
掘
さ

れ
て
き

た
が
、
生
産
規
模

が
拡
大
す
る
に

つ
れ
、
採
掘
労
働
者

に
も
分
化

を
生
じ
専

業

の
採
掘
労
働
者

が
出
現
し
た
。

「
盗
者
」
と
偏
見
で
み
ら
れ

た
多
数

の
他
所
者

の
採
掘
者
が
入
り

こ
ん
で
き

た
。
彼
等
は
普
通
〈
旅
人

V
と
呼
ば
れ
た
が
、
採
掘

の
技
術
に
長
じ
る
者
が
多
く
熟
練
者

と
し

て
受

け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
小
倉

藩
よ
り
生
産
規
模
の
大
き
い
福
岡
藩
で

は
相
当
数
に
上
り
、
各
丁
場
を
転

々
と
し

た
。
(
38
葛

石
炭
採
掘
者
は
旅
人
11

熟
練
者

と
、
農
民
"
未
熟
練
者

に
分
化
が
促
進

さ
れ
た
。
(
・
)

安
政
三

(
一
八
垂
ハ
〉
年
、

田
川
郡
の
石

炭
山

で
の
事
件

に
登
場
し
て
く

る
三
人
の
旅
人

の
出
生

地
は
、
肥
後

・
筑
後
久
留
米

・
長
崎
な
ど
で
お
互

い
を
結
び

つ
け
た
機
縁
が
見
あ
た
ら
な

い
。

こ
の
他
当
時
筑
豊
に
流
れ
こ

ん
だ
旅

人
の
労
働
者
た
ち
の
出
生
地

で
資
料

に
散
見

で
き
る

の
は
豊
前
仲

津
郡

・
肥
前
な
ど
北
九
州

一
円

に
ま
た
が

っ
て
い
る
。
彼
等

の
履
歴
を
み

る
と

一
年
な

い
し
二
、

三
年
ご
と

に
各
石
炭
山
を
転

々
と
し
て
い
る
。

(39
頁
)

こ
の
様

に

「
他
所
者
」
が
多
く
集
ま

っ
て
き
た
が
、
仕
事
場
が

「
山
」
と
い

う
隔
離
さ
れ
た
場
所

で
あ

っ
た
こ
と
、
採
掘
が
農
閑
期

に
し
か
行
な
わ
れ
な

い

季
節
労
働

で
あ

っ
た
こ
と
、
等

に
よ
り
彼
等
の
、
地
元
農
民

の
言
葉

へ
の
影
響

を
考
え
る

こ
と
は

で
き
な
い
。
し
か
し
明
治
維
新
以
後
、
石
炭
は
諸
産
業

の
発

展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
位
置
を
占
め
る
に
致
り
、
増
産

が
要
請
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
れ

に
伴

っ
て
大
量

の
労
働
者
が
集
ま

っ
て
く

る
。

明
治

二
○
年
～
三
○

年
代

の
当
初

で
も
居
村

か
ら
通
勤
し
納

屋
住
ま

い

を
し
な

い
い
わ
ゆ
る
村
方
坑
夫
は
、
ま

だ
か
な
り

の
比
率
を
占
め
た
。
坑

主
が
地
縁
を
持

つ
小
規
模
な

炭
坑

で
は
ほ
と
ん
ど
村
方
坑
夫
に
よ

っ
て
労

働

力
が
構
成
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
地
元

農
村

の
過
剰
労
働
力
だ
け
で
は
急
速
に
増
大
す

る
労
働
者

の
需
要
を
充
足

し

切

れ

ず
、

筑

豊

と

同
じ
よ
う

に
石
炭
産
地

で
あ

る

(注
5
》

粕
屋
郡

・
筑
後
各
郡
、
ま

た
広
島
県

・
山

口
県

・
島
根
県

・
大
分
県
な
ど

中
国

・
四
国

・
九
州

の
各
県

の
農
村
を
労
働

力
の
給
源
と
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。
彼

等
は
地
租

の
重
圧

に
堪
え
き
れ
ず
、
土
地
を
喪
失
し
窮
乏

に
お

と
し
入
れ
ら
れ
た
農
民

で
あ

っ
た
が
、
挙
家
離
村
す
る
者

が
多
く
、
中
に

は
集
落
単
位

で
移
住
し

て
く
る
場
合
も
あ

っ
た
。

高
島
や
北
海
道
が
単
身
者
を
誘
拐

同
様

の
手
段
で
拉
致
し

て
き

た
の
に
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対
し
、
筑
豊

で
は
家
族
単
位

で
受
け
入
れ
、

そ
の
ま
ま
労
働
力

の
単
位

と

な

っ
た
。
単
身
者

の
合
宿

で
あ

る
大
納
屋
よ
り
、

家
族
持
ち

の
小
納
屋
が

納

屋
の
大
部
分
を
占
め
、
自

ら

一
つ
の
集
落

を
形
成
し

た
の
も

こ
の
た
め

で
あ
る
。

(以
上
m
頁
)

ま
た
、一

ケ
所
の
炭
坑

に

一
年
以
上
定
住
す
る
こ
と
が
稀
な
ほ
ど
移
動
率
が
高

く
、
:
・:
・・。・

と
も
あ

る
。

以
上

の
ご
と
く
、
多
数

の
人
口
流
入
及
び
筑
豊
地
方
内
で
の
人
口
移
動
が
あ

っ
た
。

炭
鉱
労
働
者

と
そ
の
家
族
、
及
び
炭
鉱
関
係
者
が

こ
の
地
域
の
人
口
に
占
め

て
い
た
割
合
は

こ
の
よ
う

に
随
分
大
き
か

っ
た
わ
け

で
あ
る
が
、

一
方

で
は

明
治
末
年

よ
り
大
炭
坑
を
中

心
と
し

て
炭
鉱
町
が
形
成

さ
れ
る
が
、
炭

坑
は
内
外

の
出
入
り
を
チ

ェ
ッ
ク
し
て
、
自
由
な
交
流
を
遮
断
し
て
、
労

働
者

を
閉

塞
状
態

に
お
く

こ
と
を
止
め
な
か

っ
た
。
多
く

の
炭
坑
で
売
勘

定

は
坑
夫

の
賃
銀
収
入
を
回
収
す
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
と
し

て
作

用

し

た

た

め
、
物
資

の
自
然
な
流

通
が
阻
害
さ
れ
地
場
経
済

の
発
展
を
抑
圧
し
た
。

坑
夫
は

い
つ
ま
で
も
地
域
杜
会

の
住
民
と
し
て
と
け

こ
む
の

を

阻

止

さ

れ
、
町
と
炭
坑
の
断
絶
は
解
消
さ
れ
ず
炭
坑
労
働
者
に
対
す
る
偏
見
が
受

け

つ
が
れ
た
。

(鵬
頁
)

と

い
う
情
況
が
存

し
た
た
め
、
旧
来
の
地
元
住
民

(特
に
農
民
)
の
言
葉

を
変
革

す
る
力
は
、

そ
の
人
口
か
ら
考
え
ら
れ
る
よ
り
も
小

さ
か

っ
た
で
あ
ろ
う
。
極

端

な
言
い
方
を
す
れ
ば
、

一
地
域

で
二
通
り

の
言
語
が
並
ん
で
行
な
わ
れ
て
い

た
、
と
も
言

え
る
か
。
し
か
し
農
村

か
ら
も
炭
鉱
労
働
者
は
出

て
い
た
わ
け

で

あ

る
し
、
関
連
産
業

の
人
口
、
炭
鉱
を
移
動
し
た
人
々
も
多

い
、

た
め
に
そ

の

影
響
を
無
視
し
さ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

こ
の
様
に
多

く
の
土
地
か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
り

一
緒

に
労
働
し
、
生
活
を

営

ん
で
い
る
所

で
使
わ
れ
る
言
葉
は
、
旧
来

の
地
元
住
民
の
言
葉

が
基
礎
に
な

る
と
は
言
え
、
地
方
共
通
語
の
色
彩

を
強
く
帯
び

て
こ
ざ

る
を
得
な

い
。

こ
の

地
域
で
は

一
般

に
「
川
筋

こ
と
ば
」
と
呼
ば
れ
る
独
特

の
言
葉
が
形
成
さ
れ
た
。

労
働
者

の
流
入
は
、
上
記
の
如
く
、
諸
地
方

か
ら
あ

っ
た

の

だ

が
、

や

は

り
、
近
在

の
筑
前

・
豊
前
か
ら

の
流
入
が
最
も
多

か

っ
た
と
推
察

で
き
る
。
そ

の
た
め
こ
の
二
地
方

の
言
葉

が
全
く

日
常
的
に
接

触
し

て
い
た
。
こ
う
し

て
、

言
語
の
諸
要
素

に
変
化

・
混

乱
が
生
じ
、

ア
ク
セ
ン
ト
も
先
の
よ
う
な
変
化
が

観
察

で
き

る
に
至

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
次

に
理
論
的
な
方
面
か
ら

の
考
察

を
行
な

い
た
い
。

炭
鉱
労
働
者
が
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
と
は

言

っ
て
も
、
彼

等
の
出
身
地

の
ほ

と
ん
ど
は
、
地
元
で
あ

る
豊
前
及
び
筑
前

で
あ

う
た
だ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難

く
な
い
。

こ
れ
ら
両
方
言
の
話
者

が
長
期
間

に
わ
た

っ
て
接
触
す

る
と
、
理
論

的

に
ア
ク

セ
ン
ト
は
ど

の
様
な
変

化
を
受
け
る
か
。
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豊

前

筑

前

一

類

二

類

三

類

四

類

五

類

(
一
)
筑
前
で
は

一
。
二

・
三
類
の
語
群

に
発
音

の
区
別
が
無

い
。

(
二
)

そ

の
た
め
豊
前

ア
ク
セ
ン
ト

の
話
者
は
、

一
～
三
類
の
語
群
を
発
音
し
分
け
る
こ

と
に
疑
問
を
感
じ

る
よ
う
に
な

る
。

(も
っ
と
も
こ
の
感
情
は
意
=
の
表
面
に
現
わ
れ
る
程

強
い
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
)

(三
)
ま
た
、

一
・
二
類
語
を
併
せ
た
語
数
は
、

三
類

語
の
数
よ
り
も
多

い
。



右

の
]
日
二
日

が
豊
前

ア
ク

セ
ン
ト
に
働
く
と
、
直
方
市
下
新
入
篠
振
で
聞
か

れ

た
様
に

一
・
二

・
三
類
語
が
す

べ
て
尾
高
平
型
に
発
音

さ
れ

る
傾
向
が
も

た

ら

さ
れ

る
し
、
鞍
手
町
中
山
中
屋
敷

で
き
か
れ
た
ご
と
く
、
中
高
型

で
発
音

さ

れ
る
べ
き
語
が
時

と
し

て
尾
高
平
型
に
発
音

さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
、
と

い
う
結

果

を
も

た
ら
す
。
右
の
9
口

が
豊
前

ア
ク

セ
ン
ト
に
働
く
と

(日
が
働
く
余
地
が
無

い
、
或
は
少
な
い
、
の
は
、
筑
前
ア
ク
セ
ン
ト
と
の
接
触
が
よ
り
頻
繁
で
あ
る
場
合
)

、
宮

田
町
龍

徳
に
際

立

っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

一
・
二

・
三
各
類

に
わ
た

っ
て
尾
高
平
型

と
中
高
型
が
混
乱
し

て
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
る
。
○
●

▽
型
と
○
・

▼
型
と

の

間

に
混
乱
が
生
じ

る
と
、
三
拍
目
の
助
詞

の
高
低
が
意
味
を
も
た
な
く
な

る
。

ま

た
第

一
拍
目
、
低

(○
)
は
、
音
韻

と
し

て
の
意
味

を
持

た
な

い
。

こ
う
し

て
、

一
・
二

・
三
各
拍

の
高
低
が
暖
昧

に
な

る
と
、
四

・
五
類
語
も
頭
高
型

を

保

つ
意
味

が
う
す
れ
て
く

る
。

こ
う
し
て
直
方
市
下
新
入
谷
で
聞
か
れ
た
よ
う

な

ア
ク
セ
ン
ト
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。

第

二

節

こ
の
節
で
は
次

の
A
～
0
各

地
点

の
音
調

(二
音
節
名
詞
皿
語
)
を
比
較
対
照
し

て
検
討
を
加
え
た
い
。

且GFEDCBA

福
岡
市

西
区
姪
浜

野
上
徳
兵
衛
氏

(明
治
29
年
生
)

福
岡
市

博
多
区
古
門
戸

石
橋
源

一
郎
氏

(明
治
鎗
年
生
)

福
岡
市
東

区
香
住

ケ
丘

中

山
瑞
枝
氏

(昭
和
2
年
生
)

宗
像
郡
津
屋
崎

町
塩
浜

大
社
文
治
氏

(明
治
29
年
生
)

宗
像
郡
玄
海

町
畑

小
田

一
夫
氏

(明
治
36
年
生
)

遠
賀
郡
岡
垣
町
内
浦

秋
武
源
吉
氏

(明
治
認
年
生
)

遠
賀
郡
遠
賀

町
尾
崎

高
山
国
彦
氏

(明
治
訂
年
生
)

遠
賀
郡
芦
屋
町
祇

園

佐

々
木

ハ
ナ

ヨ
氏

(大
正
4
年
生
)

IONMLKJ

中

間
市
砂
山

貞
末

ハ
ナ
子
氏

(大
正
5
年
生
)

鞍
手
郡
鞍
手
町
中
屋
敷

小

長
光

ハ
ナ
子
氏

(明
治
葡
年
生
)

直
方
市
植
木

上
野
俊
市
氏

(明
治
40
年
生
)

若
松
半
島

a
高
年
層

b
中
年
層

c
若

年
層

京
都
地
方

東
京
地
方

鹿
児
島
地
方

な
お

A
～
G
地
点
=
筑
前

ア
ク
セ
ン
ト
地
帯

H
～
L
地
点
1ー
豊
前
ア
ク
セ

ン
ト
地
帯

L
地
点

の
ア
ク
セ
ン
ト
は
添

田
建
治
郎
氏

の
論
文

「
福
岡
県
北
部
地
方

の
方

言

ア
ク

セ
ン
ト
ー
若
松
半
島

の
方
言

ア
ク

セ
ン
ト
の
実
態
と
共

通
語
化
ー
」
露

文
研
塞

39
・
40
号
)
よ
り

の
引
用
。
た
だ
し
氏
の
論

文
に
記
載
さ
れ
て
い
な

い
語

彙
も
あ
る
た
め
、

そ
こ
は
空
白
に
し
て
お
く
。
M
、

N
、
〇
三
地
点

の
ア
ク

セ

ン
ト
は
平
山
輝
男
氏
編

「
全
国

ア
ク
セ

ン
ト
辞
典
」
に
よ

っ
た
。
ま
た
、
N

の

東
京
方
言

ア
ク

セ
ン
ト
は
、
ほ
か
二

・
三

の
ア
ク

セ
ン
ト
辞
典
も
参
照
し
た
。

(地
点
M
の
京
部
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
は
、
平
山
氏
の
表
記
法
「
0
、
1
、
2
、
髄
」
を
そ
れ
　
、

「
㍉
、

一70、
町
、
一72
」
に
変
え
て
記
入
、

「
コ
」
は
高
起
式
、

「テ
」
は
価
起
式
を
蓑
わ
し
、
数
字
は
ア
ク
セ

・
・
核
の
位
置
を
示
す

(鶴

ε

ま
菟

点
・
の
鹿
見
島
方
亨

・
セ
・
轟

同
じ
く
「へ

B

」
を

「
a
、
b

」
に
変
更
し
て
記
入
。

こ
の
際
M
、
0
両
地
点

ア
ク
セ
ン
ト
の
実
廉
の
型
は
必
妻
と
し

な
い
の
で
省
《
。
)

P
と
し

て
表

の
最
下
段

に
示
し
た

ロ
ー

マ
数
字
は
、
M

・
N

・
〇
三
地
点

の

ア
ク

セ
ン
ト
比
較
か
ら
推
定
さ
れ
る
各
語
が
所
属
す

る

「
類
」
を
示
す
。

こ
れ

は
各
地
点

で
の
類

の
対
立
が

M

京

都
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N

東

京

0

鹿
児
島

と
な

っ
て
い
る

こ
と
を
利
用
し
て
得
ら
れ
る
。
即
ち
、

「
開
O

a
」
=

一
類
、

「
調
2

a
」
=

二
類
、

「
コ
2
b
」
11
三
類
、

「
知

1
b
」
=
四
類
、

「
2テ
1
b

」
=

五
類

な
お
論
を
進
め
や
す

い
よ
う
に
、

次
の
型

の
体
系

か
ら
外
れ

る
語

の
み
の
比

較
を
行
な
う

。

豊
前

筑
前

一
.
二
類

○
・

▼
型

一
・
二

・
三
類

○
●
▽
型

三
類

○
●
▽
型

四

・
五
類

●
○

▽
型

四

・
五
類

●
○
▽
型

(
四

・
五
類
語

の
ア
ク

セ
ン
ト
は
両
地
方
と
も
に
頭
高
型

で
、

こ
れ

は
先
に

も
述

べ
た
よ
う

に
、
基
本
型
で
あ

る
た
め

に
安
定
し
て
い
る
。
よ

っ
て
、

こ
こ

で
は
論

の
対
照
と
し
な
い
、
ま

た
以
下

に
お
い

て
は

一
・
二

・
三
類
で
頭
高
型

を

と
る
語

に
つ
い
て
、
特

に
論
じ

た
い
。
)
別
表
1
類
参
照

〔表
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
ア
ク
セ
ン
ト
核
の
位
置
を
示
す
。
ま
た
A
～
L
で
「○
」
印
を
付
し
た
語

は
、
頭
高
型

(数
字
で
示
せ
ぱ

「1
」
)
を
と
る
こ
と
を
示
す
。
冒

別
表
1
類
参
照

一
類
語

で
高
起
化
が
見
ら

れ
る
語
は
、

一
類

語
㎜
語

の
う
ち
60
語
、

姐
%
で

あ

る
。
以
下
順
に
検
討
し
て
い
こ
う
。
①

～
⑫

の
12
語

「
筒
、
鷺
、
姉
、
横
、

蟻
、
甲
斐
、
芝
、
鈴
、
舞
、
駒
、
牛
、
藤
」

に
は
、
筑
前
、
豊
前

両
地

に
頭
高

型
を
見

る
こ
と
が
で
き

る
。
特
に

こ
の
う
ち
①
～
③

の
3
語
は
A
～
K

の
全
部

或
は
ほ
と
ん
ど
の
地
点

で
頭
高

型
を
と
る
。
⑬
、
⑭

の
2
語

「
粥
、
友
」
は
豊

前
地
区
の
み
で
、
ま
た
⑮
～
⑳
の
妬
語
は
、
筑
前
地
区

の
み
で
頭

高

型
.を

と

る
。
総
じ
て
筑
前

地
区

で
頭
高
型
が
多

い
。
こ
の
う
ち
、
⑮

～
⑭

の

「
柿
、
菱

胡
麻
、
鮫
、
右
」
5
語
は
、
筑
前
の
A
～

G
7
地
点
の
う
ち
広

い
地
域
で
頭
高

型
を
と
り
、
豊

前
と
好
対
称
を
な
し
て
い
る
。
⑳
～
㊧

の

「
釣
、

誰
、
布
、
皿

末
、
嫁
」

の
6
語
は
筑
前

の
中
で
も
東
部
地
区

(D
～
G
地
点
)

で

頭
高
型
を
と

る
。
最
も
顕
著
な
分
布
を
な
す
語
は
、
⑳
～
⑭
の
語

で
あ
る
。

「
桐
、
鍬
、
竜

塵
、
蝿
、
灰
、
稗
、
鰭
、
籾
、
槍
、
笛
、
鳥
、
首
、
虫
、
西
、
星
、堆
子
、
腰
、

端

、
杉
、
袖
、
甥
、
株
、

先
、
傷
、
海
老
、

蓮
、
峰
、
百
合
、
霧
」

30
語

の
頭

高
型
は
、

福
岡
市

の
3
地
点
A

・
B

・
C

の
み
に
し
か
頭
高
型
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
こ
で
P
の
類
別
を
考
え
て
み
よ
う
。
P
は
M

・
N

・
○
三
地
方

の
ア
ク

セ
ン
ト
の
型
に
よ
り
定
ま

る
わ
け
だ
か
ら
、
あ

る
語
の
類

別

(P
)
が

定
ま
る
場
合
、

そ
れ
は
、
そ
の
語

の
ア
ク

セ
ン
ト
が
比
較
的

安
定
し
て
い
る

こ

と
を
、
ま

た
類
別
が
定
ま

ら
な

い
場
合
は
、

そ
の
逆
を
示
し
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
。
こ
れ
を
P

に
お
け
る
安
定
率
と
い
う
言
葉

で
表
現
し
よ
う

。
筑
前

・
豊

前

で
共
通
し

て
頭
高
型
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
四
地
点
以
上
に
及
ぷ
①
～
⑪

の
11

語
と
、
福
岡
市

の
A

・
B

・
C

3
地
点
の
み
で
頭
高
型
が
存
在
す
る
@
～
⑳
の

30
語
の
P
に
お
け
る
安
定
率
は
、
そ
れ
ぞ
れ

螂
%
と
鵬
%
で
あ

る
。

こ
れ
か
ら

前
者

の
11
語
は
、
そ
も
ノ
＼

そ
れ
ら
の
語
の
性
質
と
し
て
、

そ
の
と
る
型
が
不

安

定
で
あ
り
、
後
者

の
30
語
は
安
定
し
て
い
る
と

い
え
よ
う

。
よ

っ
て
後
者
@

～
⑧

の
語

が
A

・
B

・
C
三
地
点

で
頭
高
型
を
と
る
の
は
、
地
域
的
特
性

と
考

え
た
い
。

別
表
2
類
参
照

第

二
類

で
頭
高
型
が
見
ら
れ
る
語
は
、
二
類
語
52
語
の
う
ち
29
語
銘
%

で
あ

る
。
①
～
⑦

の

「
彼
、
妻
、
姫
、

虹
、
頃
、
牙
、
八
重
」

7
語
は
、
筑
前

・
豊

揃
満
地
方
に
わ
た

っ
て
広
く
頭
高
型

を
と
る
も
の
が
多

い
。
⑧

～
⑪

の

「
褄
、

門
、
故
、
方
」

4
語
は
多
く
豊
前
地
方

で
、
⑰

～
㊧

の

「
癒
、

紙
、
石
、
雪
、

橋
、
螺
、
弦
、
肱
、
鯵
、
昼
、
栗
毬
、
鞍
、
殻
」
の
13
語
は
、
ほ
と
ん
ど
A

・
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筒鷺姉横蟻
第

甲

斐

芝鈴舞駒牛

類

藤粥友柿菱胡

麻

鮫右釣誰布皿末
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杉 端 腰 堆

子
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袖甥株先傷海

老

蓮峰百

合

霧彼

第

二

類

妻姫虹頃牙八

重

門割 褄
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文

鞍

為

殻
第

三

類

紙石

孫

雪橋螺

塔靴綾
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弦

樹

脂

肱

太

刀

鯵昼栗

毬

神丈貝



膿

桑

海

苔

鯛

雲

麻

恋

刷

毛

蛆

姪

毬炎

斗

晴

れ
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畝鞍髪

注 注 注 注 注
54321

語
文
研
究
第

38

号

文
学
研
究
第
七
十
五
輯

こ
の
境
界
線
は
、
昭
和
五
○
年
秋
季
国
語
学
会
で
発
表
し
た
も
の
で
あ
る

N
H
K
ブ
ッ
ク
ス
一
九
九
、
昭
和
娼
年
12
月
発
行

粕
屋
郡
は
筑
前
に
は
い
る

搬垢



B
・
C
3
地
点
の
み
で
そ
れ
ぐ

頭
高
型
を
示
す
。
こ
の
後
者
の
語
群
の
現
象

が
、
ほ
か

の
語
と
比
較
し
て
特
徴
的
で
あ
る
こ
と
、
第

一
類

に
お
け
る
@

～
⑳

の
語
群

と
同
じ
く
地
域
的
な
も

の
で
あ
る
。
ま

た
④
～
⑦
の
語

の
P
に
お
け
る

安
定
率

が
0
%
、
⑰

～
㊧

の
語
が
師
%
で
あ
る
こ
と
も
、
そ
の
地
域
的
特
性
で

あ
る

こ
と
を
裏

づ
け
る
。

別
表

3
類
参
照

三
類
語

で
頭
高
型
を
と
る
語
は
、
伽
語
中

%
語
=
㎜
%
で
、

一
・
二
類
に
較

べ
る
と
そ
の
率
は
低

い

(も
っ
と
も
巣
純
な
比
較
は
あ
ま
り
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
が
)

。
①

～
⑭

の

「
孫
、
塔
、
靴
、
綾
、
樹
脂
、
太
刀
、
神
、
貝
、
膿
、
海
苔
、
雲
、
文

恋
、
蛆
」

14
語
は
、
A
～
G
地
点

(筑
前
)
、
H
～
L
地
点

(豊
前
)
で
か
な
り
共

通
し
て
頭
高
型
を
と
る
。
P
に
お
け
る
安
定
率

は
50
%
。
⑯
～
㊧

の

「
奥
斗
、

泡
、

畝
、
癬
、
髪
、
掻
、
垢
」
7
語
は
、
H
～
K
の
豊
前
で
の
み
頭
高
型
が
存

す
る
。
第

三
類

で
特
徴
的
な
の
は
、
④
～
⑯

の
語
が
豊
前
地
区
で
ほ
と
ん
ど
す

べ
て
頭
高

型
を
と
る
こ
と
。

こ
れ
は
、
豊
前

ア
ク
セ
ン
ト
で
第
三
類

の
み
が
中

高
型

二

・
二
類
は
尾
高
平
型
)

で
あ
る
こ
と

ゝ
関
係
し
て
い
よ
う
。
㊧
の

「
桑
」

は
、
福
岡
地
区
と
若
松
地
区
が
そ
れ
ぐ

独
立
に
頭
高
型
を
示
す
。
残
り
?

㊧

の

「
目
、
麻
、
刷
毛
、
姪
、
晴

れ
」

5
語
は
、
筑
前

の
西
部
よ
り

に
頭
高
型

が
見
ら
れ

る
。
こ
の
5
語
の
P
に
お
け
る
安
定
率
は
20
%
で
あ
る
。

こ
れ
は
、

第

一
・
二
類

の
う
ち

で
、
筑
前

の
み
に
頭
高
型
が
観
察

で
き
た
語
群

の
安
定
率

謁
%

・
M
%

と
比
較
す
る
と
極

め
て
低

い
と
言
わ
ざ

る
を
得

な

い
。

ま

た
、

「
両
地
方

で
共
通
し

て
頭
高
型
が
多
く
聴
か
れ
る
語
」
と
「
筑
前

の
み
で
頭
高
型

が
聴
か
れ
る
語
」

と
の
P
に
お
け
る
安
定
率

の
比
較
を
し
て
み
て
も
、
第

一
類

=
螂
一鵬
、
第
二
類
ー1

0
}鵬
、
第
三
類
=
廻

㎜

で
あ
り
、

第

三
類

に
お
い
て
分

母
と
分
子
の
比
率

が
逆
転
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。

以
上
、

各
類
に

つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、

一
・
二

・
三
類
を
通
し
て
見

る

と
ど
う
い

っ
た
現
象
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

A
～
K
に
お
い
て

一
人
で
も
頭
高
型
を
と
る
語
は

一
類

二
類

三
類

樹
%

(60
璽

瑚
%

(29
語
)

脚
%

(処
重

と
三
類

の
安
定
が
目
立

つ
。

こ
れ
を
更

に
A
～
G

の
筑
前
地
区
と

H
～
K
の
豊

前
地
区
と
に
分
け
て
そ
の
割
合
を
出
す
と

《
筑
前
》

一
類
11

掲
%

二
類
11
鋤
%

三
類
11
麟
%

《
豊
前
》

一
類
=

=
%

二
類
=

鶉
%

三
類
=
帥
%

筑
前

で
は
、

一
・
二
類

の
頭
高
型
の
割
合

が
高
く
三
類
の
頭
高
型

の
そ
れ
が

低
い
の
が
目
立

つ
。
豊
前

で
は

一
類
に
頭
高

型
が
少
な
く
二
類

に
多

い
。

次
に
頭
高
型
を
と
る
語
の
割
合
を
、
第
二
拍

の
母
音

の
広
い
、
狭

い
に
よ
り

分
け
て
み
る
と
、

そ
れ
ぐ

の
中
で
の
頭
高
型
の
語
の
割
合
は
次
の
如
く
に
な
る
。
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《
筑

前
V

A

地

点

B

地

点

母
音

一

類

広

エ

%

1

狭

α

%

4

広

a

%

1

狭

駄

%

6

二

類

一

三

類

α

%

3

乞

%

L

%

3

a

%

1

へ

%

2

軌

%

砥

%

L

%

1



C

地

点

D

地

点

E

地

点

F

地

点

G

地

点

広

駄

%

狭

5
・

%

5

広

7
・
%

狭

&
%

1

広

L
%

1

狭

&
%

1

広

6
・

%

狭

2

%

8

広

4
%

狭

2
・
%

1

&

%

1a
%

4&

%

1α

%

1L

%

23

%
5乳

%

23
%

5&

%

13

%

5

4
%

1洛

%

8駄

%

L

%

1a
%

ユ

%

5α

%

α

%

1乞

%

-
・
%

1

《
豊

前
V

H

地

点

冨

立三

類

広

12

%

狭

"

%

1

I

地

点

広

a

%

狭

a

%

1

二

類

乳

%

1臥

%

1鍬
%

3
%

5

三

類

6
・

%

a

%

1L

%

1&

%

1

J

地

点

K

.
地

点

広

4
%

狭

q
%

1

広

4

%

狭

a

%

1

㎝

%

3

%

5乳

%

23

%

5

駄
%

a
%

1駄

%

⑳

%

こ
の
表

で
特
に
顕
著
な

の
は
、
A

・
B

・
C
三
地
点
の

一
.
二
類
語
で
そ
の

第
二
拍

の
母
音
が
狭

い
も

の
に
、
頭
高
型

を
と
る
語

の
割
合
が
特

に
多

い
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
ほ
か
の
筑
前

・
豊
前
の
ど

こ
に
も
観
察

で
き
な

い
。
頭

高
型
を
と
る
語

の
率

が

30
%
前
後

の
地
点
も
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、

そ
れ
は
か

え

っ
て
第
二
拍

の
母
音

が
広

い
語

で
あ

っ
た
り
す
る
。

こ
の
事
実
は
、
拙
稿

「

筑
前
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
に

つ
い
て
」

(鰍
華
杖
蜥
胱
↓

で
甲
式

・
乙
式
と

い
う

考
え
方
で
説
明

し
た
も

の
に
対

応
し
、
そ

の
考
え
方
を
筑
前

の
ほ
ぼ
全
域

に
わ

た

っ
て
裏

づ
け
る
も

の
と
考
え
た
い
。

こ
れ
は
、
福
岡
市
特

に
旧
博
多
地
区

に

豊
前

ア
ク

セ
ン
ト
が
筑
前

ア
ク
セ

ン
ト
に
変
化
し
た
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る

(
一
・
二
類
と
三
類
と
の
間
に
対
立
が
あ
る
)
、

と
い
う
解
釈

で
あ
る
。

C
地
点
の
被
調

査
者
も
現
在
は
福
岡
市
東
区
在
住
で
あ
る
が
、
言
語
形
成
期

に
は
、
同
博
多
区

に
居

ら
れ

た
由
で
、

A

・
B

・
C
三
地
点
、
特

に
B

.
C
地
点

(博
多
地
区
)
の

特
異
性

が
目
立

つ
。

さ
て
こ
の
事
実
は
ど
の
よ
う

に
し
て
発
生

し
た
か
。
言
語
の
規

範
性

と
い
う

こ
と
を
考
え

る
と
、
文

化
の
中
心
地
程
規
範
意
識
が
強
く
、

そ
こ
か
ら
離
れ

る

ほ
ど
薄
く
な

る
、
と
は
既

に
諸
家
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。

規
範
意
識
が
強
け
れ
ば
言
語
変
化
の
度
合
も
そ
れ
程
は
や
く
は
な
い
。
ア
ク
セ

ン
ト
を
例
に
と
る
と
、
文
化
の
面

で
は
歴
史
的
に
辺
境

で
あ

っ
た
関
東
東
部

・

一75う



東
北
、
九
州

の

一
部
に

一
型

ア
ク

セ
ン
ト

(従
来
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
区
別
が
消
失
し
た

も
の
)
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

京
都

で
は

現
在

で
も
類
聚
名

義
抄
時

代
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
か
な
り
近

い
も

の
が
使
わ
れ

て
い
る
。
博
多
地
区
の
場
合

も
同
様

に
考
え
た

い
。

博
多
は

7
世
紀
の
頃

か
ら
外
国
船
出
入
の
要
港
と
し
て
、
あ
る
い
は
太
宰
府

の
外
港

と
し

て
の
位

置
を
占
め
、
西
辺
の
内
治

.
外
交

・
軍
事
の
中
枢
地
点
で

あ

っ
た
。
平
安
中
期

に
は
千
六
百
戸
以
上
を
有
す
る
繁
華
な
都
市
と
な

っ
た
。

鎌
倉
時
代

に
は

い

っ
て
も

そ
の
重
要
性
は
か
わ
ら
ず
、

以
後
諸
大
名

の
支
配
権

確
立

の
争

い
が
続

く
が
室
町
末

に
は
七
千
戸
以
上

の
大
都
市

と
な

っ
た
。
戦
国

時
代

に
、
焼
失
し
た
博
多

の
町
を
豊
臣
秀
吉

が
再
構
し
た

こ
と
も
商
業

の
中
心

地

と
し

て
栄
え

て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
江
戸
時
代
は
福
岡
も
含
め

て
三
万

の

人
口
を
保
持
し
た
。

こ
の
よ
う
に
西
国
で
の
博
多
の
優
位
は
歴
史
的
な
も

の
で

あ
り
、
特

に
海
外
貿
易

・
商
業
都
市
と
し

て
の
長
期

に
わ

た
る
繁
栄
が
あ
り

、

そ
れ
は
自
ず
か
ら
言
葉

に
対
し
て
も
規
範
意
識
を
形
成

し
た
で
あ
ろ
う
。

A

・
B

・
C
地
点

(特
に
B
・
c
)
の

一
・
二
類
語
に

頭
高
型

が
多

い
、

つ
ま

り

ほ
か

の
筑
前

の
地
点

で
の
変
化
に
と
り
残
さ
れ
て
豊
前

ア
ク
セ
ン
ト
の
名
残

が
あ

る
の
も
右
に
述

べ
た
博
多
が
西
国
で
文
化

の
中
心
地
で
あ
る
こ
と
に
よ
る

言
語

の
規
範
意
識
が
作
用
し

た
も

の
と
見
た
い
。

受

贈

雑

誌

(昭
和
五
十
二
年

四
月
～
昭
和
五
十

三
年
三
月
)

比
較
文
学
年
誌

13
/
ビ
ブ

リ
ア
65

・
66

・
67
/
弘
前
大
学
人
文
学
部
文

経
論
叢

・
文
学
篇

瓢
12
巻

3

福
島
大
学
教
育
学
部
論
集

・
人
文
科

学

28

の
2
/
文
化

(東
北
大
)
如
巻

3
～

4
合

.
41
巻

-
～

2
合
/
文
学
科
論
集

(鹿
児
島
大
)
12
/

文

学

研

究

(九
州

大
)
74
/
文
学
年
誌

(文
学
批
評
の
会
)
3
/
文
学
論
輯

(九
州
大
教
養
部
)
24
/
文
学

論
藻
52
ゾ
文
化
と
言
語

(札
幌
大
)
10
巻

2

.
11

巻

-
/
文
科
報
告

(鹿
児
島
大
教

養
部
)
13
の
第

1
分

冊
/
文
教
国
文
学

(広
島
文
教
女
子
大
)
6
/
文
芸
研
究

(東
北

大
)
肘

.
85

.
86

.
87

/

文
芸
研
究

(明
治
大
)
37
/
文
芸

言
語
研
究

・
言
語
篇

(筑
波
大
〉

1
/
文
芸

言
語
研
究

・
文

芸
篇

(筑
波
大
)
-
/
文
芸
と
思
想

(福
岡
女

子
大
)
41

.
42
/
文
芸

と
批
評

4
巻

8

・
9
/
文
芸
論
叢

(大
谷
大
〉
8

・
9
/

文
芸
論
叢

(立
教
女
子
短
大
)
13
/
文
献
ジ

ャ
ー
ナ

ル
16
巻

3

・
4
・
5

・
6
・
7

.
8

.
9

・
10

・
11
・
12

・
17
巻

-
。
2
/
文
献
探
究

-
/
文
莫

(鈴
木
眼
学
会
)

2平
安
朝
文
学

研
究
3
巻

8

方
言
研
究
年
報

(広
島
方
言
研
究
所
)
続

2
/
法
政
大
学
能
学
研
究
所
紀
要
能
学
研

究
3
/
法
文
学
部
論
集

・
文
学
科
編

(愛
媛
大
)
10

萬
葉

%

・
95

・
96
/
宮
城
教
育
大
学
国
語
国
文
8
/
武
庫
川
国
文

11

・
12
/
明

治
大
学
人
文

科
学
研
究
所
年
報

17

野
州
国
文
学

(国
学
院
大
栃
木
短
大
〉
20
/
山

口
大
学
文
学
会
志

幻
/

山
辺
道

21

立
命
館
大
学

謂

・
網

・
網

・
鋤

・
謝

・
糊
～
鵬
合

・
捌

・
獅

・
郷
～
謝
合

/
龍

谷
大
学
論
集
Ⅲ

論
究

日
本
文
学

40

早
稲
田
大
学
教
育
学
部
学
術
研
究

・
国
語
国
文
学
編

ゐ
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